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計画期間:令和５年度～令和６年度 対象者:村田ファーミーズ１０３名
チーム員:髙橋洋介、千田晶子、髙橋真樹子、庄子正秀、中込佑介、進藤裕子、菅野雪子

資料２-１

課題の背景

村田ファーミーズ
道の駅「村田」の生産出荷団体（平成１０年に設立）
会員数:１０３名

高齢化による作付面積減少
➡出荷額の減少

コロナ化で組織的な活動が停滞
➡技術研鑽の機会喪失
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課題の背景

とうもろこし と そらまめの現状

・需要に生産が追いつかない

・品質の低下に伴うクレームの増加

成果目標

定性的目標
• 防除や肥培管理等を中心とした基本技術が徹底される
• 地域の担い手による新たな生産者が確保される
• 売り場の品質管理の徹底により、価格の安定と安全安心な農産物
の提供が図られる

定量的数値目標
とうもろこしとそらまめの出荷額

R４ R5 R6
１００％ １２０％ １３０％
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R5 活動と課題
①生産性向上技術の定着支援

• 現地研修会
• 巡回指導
• 通信の作成・配布

②新規作付誘導支援
• 新規作付勧誘チラシの作成・配布
• 現地研修会での誘導

③販売促進取組支援
• 出荷規格導入の検討

面積拡大

これ以上の
拡大は困難…

R5課題とR6の取り組み

単収向上
に向けた
適期作業

新規作付け
者の栽培技
術の定着

出荷ルール
の

不明瞭

１．生産性向上技術
の定着支援

２．販売促進
取組支援

作期の検討
品質管理へ
向けた意識
の向上
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活動状況

技術資料(通信)

①生産性向上技術の定着支援

現地検討会

新規作付け者への巡回指導

活動状況
①生産性向上技術の定着支援

チェックシートの活用

作業日や作業中に気になったことについて
記載

• 重要な作業を理解してもらう

• 生産者の振り返りに活用してもらう
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活動状況

生産者のLINEグループ作成

• 作業時期のタイムリーな確認

• 病害虫発生状況等の周知

• 生産者の情報交換の場

に活用

①生産性向上技術の定着支援

活動状況

抑制栽培についても検討予定

収穫物の品質
・収益調査

巡回指導

促成栽培の
作付誘導

とうもろこしの作期拡大の検討

R5
促成栽培研修会

R６
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活動状況
②販売促進取組支援 出荷目安表の作成

• 出荷の際の目安について

• 収穫、調製の際に注意するべ
きポイントについて

記載

出荷者の見える場所(バーコード貼り付け時)に掲示

研修会の際に配布

活動状況

視察先

• よってけポポラ

• めざみの里観光物産館

農産物の品質、品揃え、陳列方法等を振り返り

視察のポイント
他直売所への視察研修
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活動状況

専門家派遣

講師派遣 現地調査

事務局を交えた打合せ

品質向上等に向けて専門家からアドバイス!

SNSやブログによる情報発信

活動状況

XやInstagram、ブログ等で栽培状況や
販売情報について発信
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成果
 適期作業が行われ、出荷額が増加した
 新規作付者が基本技術を習得し、定着した
 品質向上に対する意識が芽生え、出荷物に対するクレームが減少した

R4 R5 R6
目標

１００％

１２０％ １３０％

出荷額＊
とうもろこし １５１% １１８％

(８月２３日現在)

そらまめ １１６% １１８％

新規作
付人数＊

とうもろこし
0人

３人 5人

そらまめ ２人＋3法人 5人＋3法人
＊ 実績（令和４年度比）

R6後半の活動について

継続した技術的指導

・チェックシート、LINEグループ活用の呼びかけ
・経験の浅い生産者へのフォロー、定着支援
・営農指導員との連携活動

品質向上に向けた取り組みの支援

・生産者に向けて品質向上研修会（出荷規格と衛生管理）を実施


